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日本エキゾチシズム文学史
日本から外国へのまなざし、外国から日本へのまなざしを、
歴史と地域を横断して幅広く解き明かす 10 章。
日本文学史の中のエキゾチシズムという主題を、
古代から現代の漫画までバリエーションに富んだテーマで
編んだ本書は、エキゾチシズム研究において新たな論点を
加える書籍となるだろう。
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1990年に広島大学の「留学生センター」として発足し、その後の名称変更などを経
て、2018年10月に学内共同教育研究施設として設置される。名称は広島大学初代
学長、森戸辰男に由来する。毎年2000人近くの外国人留学生を迎える広島大学の
中で、学内外における日本語・日本文化教育を充実させるとともに、海外との学生
交流を推進し、グローバルキャンパス化の推進を図ることを目的として運営されて
いる。また、独立行政法人国際協力機構（JICA）とともに、シリアやミャンマーの難
民を日本の高等教育機関へと橋渡しするための教育事業も行っている。

様

ご担当者名：

2025年5月13日●申込締切／5月22日●配本予定木火

畏怖との遭遇、反射する憧憬
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